
各学年の目標・目標冊数 

低学年 易しい読み物を進んで読む 60冊 

中学年 いろいろな読み物を進んで読む 40冊 

高学年 読書を通して自分の考えを深める 30冊 

 

学校名 秩父市立西小学校  

所在地 秩父市金室町９番４６号 

電 話 ０４９４－２２－０２２１ 

 

１ 本校の概要 

 本校は市の中心部に位置する児童数 321名、学級数 15、

教職員数 40の中規模校である。 

２ 本校の実践 

⑴ 実践の視点 

  ・ 読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

 ・ 主体的に学ぶ児童の育成に係る取組 

⑵ 実践の概要 

  本校では、ＰＤＣＡサイクルに則り、これまでの取組

を見直して刷新し、効果的な方法を見いだしてきた。以

下が主な取組である。 

ア 学校目標設定 

  全員が学年の目標達成を目指し年間 15,000冊(昨 

  年比 2,000冊増)読むことを学校目標としている。 

 

 

 

 

 

 

イ 曜日指定貸出 

  新型コロナウイルス感染予防対策として、クラス

ごとに指定日のみの貸出としている。貸出日を指定

したことにより、ピンポイントで声がけができ貸出

数が増えた。 

 

 

 

 

 

    

  ウ 親子読書 

   「テレビを消して親子で読書。親子合わせて 30分」

を合い言葉に年３回親子読書に取り組み家庭読書の

習慣化を図っている。保護者からカードに期間中の

児童の様子や感想を書いていただいている。 

 エ 学習支援コーナー 

  児童の学びを支援するためのコーナーを設置して  

いる。自分で選び、自由に持ち帰ることができるプリ  

ントを置いたり、作業の具体例を提示したりしてい  

る。家庭などで取り組んでいる自主学習の参考にな  

っている。 

 

 

 

 

 

  また、担任や担当の要望を吸い上げ、市立図書館に

て必要な図書や資料を借り、授業に役立てている。 

  オ その他 

 地頭トレーニング、ＳＤＧｓコーナー、先生や委員

会のお薦め図書、読書貯金、市立図書館からの朝読セ

ット借受、委員会児童による読み聞かせなどに取り組

んでいる。毎年一つ一つを見直しながらよりよい実践

につなげている。 

 

 

 

 

 

３ 成果と今後の課題 

⑴ 成果 

・ 学校図書館の本の貸出数は前年度比 600 冊増と

数年連続増加している。(令和３年度) 

・ 調べ学習で学校図書館を利用する児童が増えた。 

⑵ 課題 

   ・ 教員や児童のニーズを知り、よりよいサポートが 

   できる環境整備に努める。 

⑶ おわりに 

一人一台端末の時代に、ページをめくり知りたいこ

とを探し出す行為は、時間がかかり得られる量は少な

いかもしれない。しかし、ネットより得られたことを

コピー＆ペーストするだけでは思考力は育たない。児

童や教師の希望に応えられるよう蔵書の種類や量を整

え、センター機能の充実を図り児童の学びを支えてい

きたい。 


